
 

 ６月２日（水）は学校公開でした。昨年度は、実施することができなかった給食試食会を行いました。昨年度

の１年生（現２年生）の保護者様にも来校いただいて、１・２年生合同給食試食会となりました。前半の給食参

観では、新型コロナウイルス感染症対応のため、児童が前を向いておしゃべりをせずに給食を食べる黙食を見ら

れて、驚かれた方もいらっしゃいました。早く賑やかに楽しく給食を食べることができる日常が戻ってほしいと

切に願います。 

後半は、多目的室に移動しての給食試食会です。多目的室に入る際の手洗い、消毒、検温に始まり、１テーブ

ルをお一人ずつで使用していただいたり、アクリル板の衝立を置かせていただいたりして、飛沫感染の予防に努

めました。試食中は、お話ができないため、給食に関するビデオを見ながら食べていただく工夫もしました。 

本年度から勤務している栄養職員にとっては、初めての給食試食会でしたが、一生懸命プレゼン資料や感染症

対策のグッズを準備する姿に、私も心打たれるものがありました。来られた方には、きっとその心は伝わってい

ると信じています。後日アンケートの結果を読むと、温かい言葉がたくさん書かれていました。準備は大変でし

たが、やってよかったと自信を持って言える給食試食会でした。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

                   

日本の心を学ぶ…お茶クラブ 

 本校には、折り紙クラブ、お茶クラブ、スポーツクラブの３つのクラブがあります。今回紹介するクラブ

は、お茶クラブです。その名の通り、茶道を学ぶクラブになります。白山校区にお住まいの上野先生、上杉先

生に来ていただき、本格的に教えていただいています。３つのお礼の方法、お菓子のいただき方、お手前のい

ただき方等を教えていただきました。今週のクラブの時間には、全員自分でお抹茶を点てました。厳かな雰囲

気の中で行われ、終わったときに

は、気持ちも頭もすっきりする感

じがします。クラブの子供達の姿

勢やお礼がすごくよくなり、凛と

した雰囲気が感じられるようにな

りました。これからのお茶クラブ

での成長が楽しみです。 

《めざす児童像》   かんがえ学び続ける子 白山のためにがんばる子 
                   やさしく思いやる子    けんこうな生活をする子 
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4 校交流スポーツフェスティバル 

 6 月 9 日（水）越前市の AW-I スポーツアリーナにて、神山小学校、坂口小学校、池田小学校、白山小学校

による、4校交流スポーツフェスティバルが行われました。昨年度のスポーツフェスティバルは、残念ながら

新型コロナウイルス感染症のため中止でしたので、2 年ぶりに行われるスポーツフェスティバルでした。6 年生

の児童にとっても初めてのスポーツフェスティバルとなりました。大会のあいさつで「一期一会」という言葉

について話しましたが、「人と人との出会いは一度限りの大切なもの」という意味があります。当日は、たくさ

んの出会いがあったでしょうか。そしてその出会いを大切にし、交流を深めることはできたでしょうか。事前

にオンラインで自己紹介をし合うなど、今までにないスポーツフェスティバルでした。スポーツフェスティバ

ル当日の出会いが、高校での再会に結びついたり、町中で偶然出会い、大切な人となっていったりするのかも

しれませんね。最初は、恥ずかしくてぎくしゃくしていた子供達ですが、時間の経過とともに、談笑をした

り、声を掛け合ったりする場面が見られました。最後は、バスに乗り込んだ学校の児童に、他の学校の児童が

手を振る場面も見られ、とても温かな気持ちで終えたスポーツフェスティバルでした。 

 

 

 

 

 

 

先生達の授業研究会がありました✎✎✎ 

 子供達も毎日成長していますが、我々教員も、どんどん成長していかなければなりません。毎日放課後の職

員室は、タブレットを使用した授業や異学年合同授業に関する話題でもちきりです。６月１０日（木）は、外

部からのお客様をお迎えして、授業研究会を行いました。授業を見ていただき、研究会を行い、今後の指導に

活かそうという会でした。どのクラスも工夫された授業が行われていましたが、一貫して言えることは、どの

教職員も児童一人一人の思いを大切にし、児童が自ら学習に取り組もうとする、主体性をとても大切にしてい

るということです。児童が必然性を感じながら、主体的に学ぶことは、学力向上の重要な要因です。もっと知

りたい、もっと学びたいと思えるような授業の工夫を今後も行っていきたいと考えます。 

 

 

 



 

 

 

 

   

 


